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ユズにおける熟練者の技術の見える化

ユズはせん定・選果等の管理作業に熟練

の技術が必要であることが、新規参入を阻

害する一因となっています。これらを解決

するために、果樹試験場では、熟練者の技

術の見える化と学習支援コンテンツの作成

に取り組んでいます。

ユズの収穫、選果、せん定作業における熟

練者と非熟練者の行動や視点の動き、作業

結果を動画やアイトラッキング等で調査、

比較しました(図 1)。収穫・選果では作業の

要点を抽出して、習得度を被験者ごとに評

価、せん定ではせん定前後の樹体状況を比

較して、支援が必要な技術の要点を明らか

にしました(図 2)。

そして、この作業の要点を新規参入者へ

伝承する手段として、農閑期でも技術習得

ができる学習支援コンテンツを作成しまし

た。コンテンツの内容は、問題を解くこと

で、擬似的に選果等の作業が体験できる「ク

イズ形式問題」や解説付きで作業の要点を

学ぶことのできる「動画」があり、学習の

有無が作業の精度や速度に与える影響を調

査中です。
本研究は、内閣府地方大学・地域産業創生交付

金「“IoP (Internet of Plants)”が導く「Next

次世代型施設園芸農業」への進化」の助成を受け

たものです。

(果樹試験場 北沢知明 088-844-1120)
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図 2 選果作業の習得度評価

図 1 動画撮影の様子(上)と作業者の視点(下)

図 3

学習支援コンテンツ

(収穫動画)

図 1 動画撮影の様子(上)と作業者の視点(下)

メガネ型のアイトラッキング

機器で視点を取得。

機器で取得した映像。

赤い丸が視点を表す。
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